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警察、消防、実施隊、県、関係課に応援要請

通報受理
※通報は秦野警察（83-0110）
または秦野市役所（82-5111）へ

現地確認

□ 通報日時 □ 出没場所 □ 頭数
□ 個体特徴 □ 行動 □ 移動方向
□ 人的被害 □ 周辺施設 □ 通報者情報 など

□ 危険鳥獣位置確認 □ 行動監視 □ 危険度判定
など

□ 秦野警察署 □ 秦野市鳥獣被害対策実施隊（猟友会）
□ 県湘南地域県政総合センター □ 秦野消防署
□ かながわ鳥獣被害対策支援センター
□ 農業振興担当・農林土木担当 など

クマ、イノシシが現に人の日常生活圏に出没し、一定の範囲で留まっている

現地本部を設置

次ページへ
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①山中などに安全に追い払いが可能か

②はこ罠等を用いて、安全に捕獲が可能か

③麻酔銃等で安全に捕獲が可能か

④装薬銃による捕殺が必要か

追い払いの実施

引き続き状況を観察し、

①～④の対応が可能か検討

捕獲の実施

NO

NO

NO

YES

YES

緊急銃猟の実施検討を開始

鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に

関する法律第９条許可による銃猟の実施

・銃器使用禁止区域
・半径200ｍ以内に人家が10軒以上ある

YES

NO

NO
YES

YES

YES

★緊急対応の要件が整う前にクマが迫るなど、緊急性が
高い状況となった場合は、刑法上の緊急避難や警察官職
務執行法による危険性の排除を行う

NO 緊急銃猟に必要な４要件
（６ページ参照）が整っているか

現地本部設置完了
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通行制限

緊急銃猟の実施検討を開始

緊急銃猟計画を立案

□ 実施（避難）区域設定
⇒危険鳥獣の滞留位置から概ね半径100ｍ程度を実施区域とする。
⇒射線上建物は屋外退避、区域内建物は屋内退避を基本とする。

□ 捕獲者配置 □ 射線方向 □ 日没までに完了可能か
□ バックストップ □ 跳弾リスク □ 爆発物・引火物確認
□ 鉄道・道路管理者協議 □ 河川管理者協議
□ 行政境を跨ぐ際の調整 など

実施（避難）区域の伝達

安全を確保するための措置

避難誘導

緊急銃猟４要件の確認

市長の実施判断

緊急銃猟実施最終確認

YES

NO

緊急銃猟実施

緊急銃猟中止

□ 住民侵入 □ 射線上への人員進入
□ バックストップ不足 □ クマ位置不明
□ 跳弾リスク増大 □ 日没 など

実施後の対応（現場確認・安全確保措置解除・原状復帰・記録作成）

次ページへ

負傷者がいる場合は、消防による救護、搬送
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緊急銃猟に必要な４要件

01

【要件１】人の日常生活圏に□侵入している□侵入のおそれが大きい
□住居□学校・幼稚園・保育園□生活用道路□商業施設□農地□その他事業所敷地内
□電車□自動車□介護施設・福祉施設□その他日常生活圏と判断できる場所

【要件２】緊急性
□人の生命又は身体への危害防止のための措置が緊急に必要である。

【要件３】方法
□銃猟(猟銃、麻酔銃)以外では的確かつ迅速に捕獲等が困難。

【要件４】安全確保
□捕獲位置/関係者の配置/射撃方向すり合わせ
□実施地域の封鎖確認/屋内避難エリアの設定/見物客の排除
□（屋外）射線方向のバックストップの確認（土や芝生など）
（屋内）堅牢な壁/壁貫通先にバックストップの確認

□引火物/爆発物の留意（油類、ガス管、その他）
□可能な限り損傷すべきでない物件の留意(神社仏閣、貴重品等)
□被弾した危険鳥獣が暴れる/逸走することによる危害の留意
□日没までに捕獲・捕殺が可能か（夜間銃猟は回避する）
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